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伝統を継承し、前進する城中！！

早いもので、２学期も１ヶ月が過ぎました。
この間、部活動においては、多くの部活で３年生から２年生へとバトンが引き継がれ、新チ

ーム・新体制での活動がスタートしています。今月には、生徒会本部役員の改選が行われ、学
校全体としてもリーダー学年の移行が進んでいきます。
そうして、多くのものを後輩へと引き継いでいくなか、３年生が見事なリーダーシップを発

揮し、体育大会を成功へと導いてくれました。
過去の卒業生達の伝統を引き継ぎ、新たな文化を創造する２学期の中盤。城中としての縦の

つながりをさらに深める機会を牽引してくれた３年生を中心に、またひとつ大きく学校が前進
しました。

体育大会 紡ぐ ～ ４色結えば 強くなる ～
つ む ぐ

－生徒会スローガン－

一歩ずつ進み続ける日本一の中学校
～ 育てよう 当たり前の基準 ～

★総合優 勝★ 黄ブロック １年４組 ２年３組 ３年１組黄ブロック １年４組 ２年３組 ３年１組
★総合準優勝★ 赤ブロック １年１組 ２年１組 ３年２組
★ブロック賞★ 青ブロック １年３組 ２年２組 ３年３組

９月26日に、体育大会を実施しました。

結団式に始まり、競技の練習でも工夫を凝らし、他学年との縦のつながりを大切に取
組を進めてきました。また、練習の集合時間や服装、授業の着ベルの声掛けなど、競技
以外の面にも城中として大きな前進が見られました。
結果は各ブロック、各クラス様々でしたが、互いを思い合って協力した経験を活かし、

次は合唱コンクールに向けてさらに向上していきましょう。

輝く城中生 秋季大会結果一覧
９月14日～15日の２日間（陸上は21日）に、城陽久御山中学校秋季大会が開催されました。
多くの競技で練習の成果を発揮して、上位入賞を果たしました。今大会で得られた課題点を

克服しさらなる成長を果たすべく、春季大会へ向けて、実りある秋冬を過ごしましょう。

陸上競技 団体 総合 優 勝 女子 優 勝

個人 ２年男子100m 準優勝
共通男子200m 準優勝
共通男子800m 準優勝

個人 １年女子100m 優 勝
準優勝

共通女子200m 第３位
共通女子800m 準優勝

第３位
共通女子1500m 優 勝

準優勝
共通女子100mH 準優勝
共通女子4×100mR 準優勝
共通女子走高跳 優 勝

第３位
共通女子走幅跳 準優勝
共通女子砲丸投 第３位

柔道 団体 優 勝 個人 男子60㎏級 優 勝
第３位

男子60㎏超級 準優勝
女子無差別級 優 勝

準優勝

ソフトテニス男子 団体 準優勝 個人 準優勝
第３位
第３位
ベスト１６

ソフトテニス女子 団体 第３位 個人 ベスト１６

卓球女子 団体 準優勝 個人 ベスト１６

卓球男子 個人 ベスト１６

バスケットボール女子 準優勝



２年生 職場体験学習

１０月の主な予定

1日 (火) ３年進路セミナー
4日 (金) 第２回実用英語技能検定
7日 (月) 中間テスト１日目 スマイルネットあいさつ運動（給食なし）
8日 (火) 中間テスト２日目
10日 (木) 生徒会本部役員選挙 ＰＴＡガーデニング教室
11日 (金) 合唱練習開始
12日 (土) 山城駅伝大会
18日 (金) 諸費振替日
24日 (木) 合唱コンクール（午前中）（給食なし）
25日 (金) 講評・表彰・まとめ 第２回漢字能力検定
26日 (土) 第41回「青少年の意見」発表会
28日 (月) 諸費再振替日
31日 (木) 教育相談週間 ３年進路面談・面接練習(～11/6) 諸費再振替日

３年実力テスト

【 テスト前部活動停止 】9月30日(月)～10月8日(火)
【 平日部活動休養日 】9日(水)、16日(水)、23日(水)、24日(木)、29日(火)、30日(水)

２年生は、9/4(水)～6(金)の３日間、地域の企業にお世話になり、職場体験学習に取り組
みました。
実際の職場での体験を通じて、働くことの意義や喜び、苦労について学ぶことができまし

た。また、あいさつや時間を守ること、言葉遣いなど、社会人としてのマナーや常識につい
て、学ぶ機会にもなったのではないでしょうか。
慣れた学校での生活と違い、緊張や不安もたくさんあったことと思います。そのようなな

かでも、多くのことを学び、またひとつたくましく成長しました。貴重な機会を与えてくだ
さった企業の皆さま、ありがとうございました。

本校は今年度も、城陽市社会福祉協議会から「福祉協力校」の指定および
補助金を受けて、「いのちの授業」、「ＬＧＢＴＱ講演会」などの事業に取り組
みます。
この補助金は、１０月から行われる赤い羽根共同募金が主な財源になって

いますので、ご協力をお願いいたします。

力 の 持 ち 主

熱い暑い体育大会が終わりを告げました。

競技の勝敗に一喜一憂しながら、４色のブロック席の一体感がそれぞれ高まっていくなか、
先生は少し違う視点で、熱気に包まれるグラウンドを眺めていました。

それは「どれくらい自立した集団になっているか」という視点。
言い換えれば「力の持ち主は誰か」という視点。

自立した集団であればあるほど、小さくなっていく力。
それは先生の力です。本来、力の持ち主は先生ではなく、君達です。

自立して成熟し始めた集団は、先生の登場回数がだんだんと減っていき、先生の影響力を
小さくしながら集団が前に動き始めます。

勝敗はつきましたが、この経験を通じて得られた「自分から何かを起こそうとする」気持
ちは、今後の人生の糧となるはずです。

最初から成功が約束されているわけではなく、もしかしたら上手くいかないまま終わるか
も知れない。人生では、そんなことがたくさんあるわけです。
そこで、誰かが何かを変えてくれるのを待つのではなく、自分から何かを起こしに動ける

人は、堂々と「力の持ち主は自分だ」と胸を張ってください。結果が形となった人も、なら
なかった人も。

「力の持ち主は自分だ」と言えるようになった人は、次の段階です。

次は、「その力を誰かのために使えるようになること」です。

自分のために頑張ること、自分の活躍や欲を満たすために頑張ることは、誰でもできるよ
うになると思います。

誰かのために自分の力を発揮できるようになること。

誰かのために力を発揮するには、誰かの気持ちが汲み取れるようになること。

学期の後半、自治の力をさらに磨いていきましょう。


